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公開授業
一
校
時

１年【理科】

２年【英語】

３年【社会】

二
校
時

全学年【道徳】

研究主題

～副主題～

課題意識を持ち、主体的・対話的に学び合う生徒の育成

～言語活動の充実を目指した授業づくり～

全へき連研究

課題との関連
⑤⑥

研究内容

○研究仮説

仮説Ⅰ 導入において、問題解決的な学習の過程を明確にし、生徒の興味関

心を引く問題や教材・めあてを工夫すれば、自ら課題解決に取り組

む子どもを育てることができるであろう。

仮説Ⅱ 生徒が主体となって考えを出し合う場面において、友達の意見と比

較検討して、自分の考えを整理する活動を行えば、互いに伝え合い

考えを深める子どもが育つであろう。

仮説Ⅲ 終末において、学び合ったことをまとめ、学習内容を活用する（学

習を振り返る）場面を位置付ければ、学習内容が確実に定着できる

であろう。

○上記の仮説を立て、授業スタンダードの実施、小学校と連携した言語活動の充実

に向けた取り組み、ユニバーサルデザインに基づく授業づくりを通して、課題意

識を持ち、主体的・対話的に学び合う生徒の育成に努めている。

学校・地域

の紹介

○四万十市は、高知県西南部に位置し、豊富な

山林資源と日本最後の清流四万十川、南東部

は太平洋に面しており自然環境に恵まれて

いる。旧中村市と旧西土佐村が平成１７年４

月１０日に合併して誕生した。

○本校の校区は、四万十市西端に位置し、宿毛

市と隣接している。旧中村市と宿毛市の中間

にあり、昔は交通の要所であった。

○地域の過疎・高齢化に伴い、生徒数は、昭和３７年度の１４５名をピークに減少し

続け、現在は１６名である。生徒は、誠実で素直であり、言われたことはきちん

とやり遂げるという長所がある。生徒会が中心となって、様々な行事を企画し、

小規模校ならではの特性を活かした活動を行っている。

○保護者や地域住民の方々は、学校教育活動に協力的で、小中合同運動会や登下校の

見守り、地域清掃・廃品回収など、多大な支援をいただいている。


